
新
倉
山
浅
間
公
園
で「
新
倉
山
浅
間
公
園
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す

日時

場所
44月月11日（火）～日（火）～1818日（金）日（金）

新倉山浅間公園内新倉山浅間公園内

桜まつり期間中
車両通行止め 
午前9時～午後5時

混雑予想場所

桜まつり会場

シャトルタクシーシャトルタクシー
・（常設）如来寺障がい者駐車場　
午前8時〜午後3時　如来寺障がい者駐車
場から忠霊塔付近まで有料で運行します。
運行時間■午前10時～午後3時  
利用料■500円/人
※「障害者手帳」をお持ちの方と同伴者のみ

利用できます
※駐車料金は別途 1,500 円かかります

駐車協力金（桜まつり期間中）駐車協力金（桜まつり期間中）
●普通車 1,000 円
　（如来寺障がい者駐車場 1,500 円）
●大型・中型・マイクロバス 3,000 円
●自動二輪車 500 円
　市民は無料。ただし、運転免許証などの身
分証明証の提示が必要です。

シャトルバス（土・日曜日のみ）シャトルバス（土・日曜日のみ）
下二小グラウンド前駐車場から会場付近ま
で無料シャトルバスを運行します。
運行時間■午前 8 時～午後 4 時

展望デッキ展望デッキ
混雑時 5 分入れ替え制になります。
禁止事項■カメラ固定用の三脚等禁止。一定
の場所を占拠する行為禁止。
※混雑時ペットを連れての入場は、他のお客

さんの迷惑にならないよう配慮をお願い
いたします

駐車場駐車場
・（常設）下二小グラウンド  午前 6 時〜午後 6 時・（常設）下二小グラウンド  午前 6 時〜午後 6 時
・（土・日曜日）下一小グラウンド ・（土・日曜日）下一小グラウンド 
                     午前 8 時〜午後 5 時                     午前 8 時〜午後 5 時

30

新倉山浅間公園で「新倉山浅間公園桜まつり」を開催します
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3月1日は「山梨いのちの日」3月は自殺対策強化月
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富
士
吉
田
市税

ナ

ビ 市税（料）の納期限を確認しましょう 問合せ■収税課　☎内線121・122

「納税貯蓄組合預金（納税準備預金）」で納付している方
　「納税貯蓄組合預金」は納税貯蓄組合に加入する組
合員が利用できる預金です。法律の規定により、納税
貯蓄組合が解散したときは預け入れしている金融機
関に通帳を持参し、解散の届け出を行い、口座を解約
する必要があります。そのまま「納税貯蓄組合預金」
の口座を利用している方はすぐに金融機関で解約の
手続きをしてください。
　また、すでに納税貯蓄組合が解散しているものの

「納税貯蓄組合預金」で口座振替を
登録したままになっている方に
ついては、口座振替の停止を順次
行っていきますので口座振替の登録を普通預金など
に変更してください。
※「納税貯蓄組合預金」で口座振替の登録をしてい

て、一定期間、口座振替の実績がない場合は口座の
登録を解除する場合があります

4月から新年度の課税が始まります
納付にあたって確認してください

軽自動車税を口座振替で納付している方
　軽自動車税の納付は納付した日から1カ月が経っ
ていれば、車検のときに専用システムで確認できる
ようになり、納税証明書などの提示は必要なくなり
ました。
　このため、令和7年度から、軽自動車税を口座振替
で納付した方に車検用の納税証明書は送付しませ
ん。

　もう一度、車検の時期を確認して
いただき、5・6月に車検がある方や
紙による納税証明書が必要な方は3
月下旬までに収税課で口座振替廃止の手続きをして
ください。

口座振替にて納付された方に
対する納税証明書の送付を行
いません。
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大喜利「図書館IPPON！」　結果発表！

　昨年8月～ 12月までの期間中「おもしろい」「センスがあ
る」「なるほどと思う」応募が多数あり、全ての集計結果が
出ました！累計得点が高い応募者には、図書館から素敵
なプレゼントがあります。入賞者は、図書館利用者カード
を持参し、カウンターにお越しください。（以下、ペンネー
ム、敬称略）
プレゼント引き渡し期間■3月4日（火）〜27日（木）

年間MVP
　・IPPONグランプリ大好き

センス一等賞
　・えりんじゅーむ
館長お気に入り賞
　・おでんの大根　

・コーディー　・√5
スタッフ一押し賞

　・天ぷら　・ふわとろオムライス　
・ウォルター　・あいちゃん　

・考える人　・ホシ芋　
・はる（´u｀*）   ・J．BOY　

・食パン　・ゾロ

読み聞かせボランティア	 	 	 	
「このはなさくや」	スタッフ募集

　「このはなさくや」は、図書館内でのおはなし会、市内保
育園や小学校などで本の読み聞かせをしているボラン
ティア団体です。子どもと本が好きな方や興味がある方
は、ぜひ気軽に図書館まで問い合せてください。

杉山亮
あきら

さんの「ものがたりライブ」＆「えんぴつゲーム」

日時■3月22日（土）
　　　第1部　午前10時～午前11時　えんぴつゲーム
　　　第2部　午前11時～正午　ものがたりライブ
場所■市民会館3階　ギャラリー
※申し込み受付中です。詳細は2月号広報

誌かホームページを見てください

＊目には目を� （新
しんかわ

川 帆
ほ た て

立）

＊泡の子� （樋
ひ ぐ ち

口 六
り っ か

華）

＊老人初心者の青春� （阿
あ が わ

川 佐
さ わ こ

和子）

＊楽園の楽園� （伊
い さ か

坂 幸
こ う た ろ う

太郎）

＊星の教室� （髙
た か だ

田 郁
かおる

）

ほか

＊料理は知識が 9割� （シエフクリエイト）

＊給与計算総務・人事の安心知識� （田
た な か

中 実
みのる

）

＊ベランダで愉しむ

　小さな寄せ植え菜園� （たなか やすこ）

＊世にもふしぎな法律図鑑� （中
なかむら

村 真
まこと

）

＊「死後生」を生きる� （柳
やなぎだ

田 邦
く に お

男） 

� � � ほか

＊そつえんするってことは〈絵本〉

� （中
なかがわ

川ひろたか・作 / あおきひろえ・絵）

＊くらげのパポちゃん〈小学校中級向〉

� （かこさとし・文 / 中
なかじま

島 加
か め い

名・絵）

＊ねずみくんとチョコレート〈絵本〉�

� （なかえよしを・作 / 上
う え の

野 紀
の り こ

子・絵）

＊スクールハラスメント

　〈小学校上級向〉� （神
じんない

内 聡
あきら

・監修）

＊オリオンは静かに詠う

　〈ヤングアダルト〉　� （村
むらさき

埼 なぎこ）

ほか

※新着資料は入荷の都合により貸出が遅れること
があります

今
月
の
新
着
図
書

文　芸　書

児童書・ヤングアダルト

ビジネス・くらしに役立つ生活書・教養書

　3日（月）・10日（月）・17日（月）・24日（月）・28日（金・月末）・31日（月）

市立図書館 ☎22-0706　　 24-4831 ホームページ https://flib.fujinet.ed.jp/

今月の休館日
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共
同
参
画

推
進
だ
よ
り

34

私
が
感
じ
た
男
女
共
同
参
画

　
私
が
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な

り
、
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、テ
レ
ビ
や
新
聞
で「
男
女
共
同
参
画
」

と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
こ
と
は
あ
っ

た
も
の
の
、深
く
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
推
進
会
議
に
出
席
し
、

委
員
の
皆
さ
ん
の
話
や
萩
原
な
つ
子
先

生
の
講
演
を
聞
く
中
で
、男
女
共
同
参

画
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、全
て
の
方
が

平
等
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指
す
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、仕
事
や
家
庭

生
活
、教
育
、社
会
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
人
々
の
可
能
性
を
広
げ
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は「
多
様
性

の
尊
重
」と
い
う
考
え
方
で
す
。
富
士
吉

田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
知
る
・
話
す
・
認
め

合
う
」か
ら
、相
手
の
立
場
を
理
解
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
異
な

る
背
景
や
経
験
を
持
つ
人
々
と
向
き
合

い
、共
に
考
え
話
し
合
う
こ
と
が
、個
人

だ
け
で
な
く
社
会
全
体
の
成
長
に
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、固
定
観
念
を
超
え
る
重
要
性

に
も
気
付
き
ま
し
た
。例
え
ば
、「
女
性
は

家
庭
を
守
る
べ
き
」、「
男
性
は
仕
事
を
優

先
す
べ
き
」と
い
っ
た
考
え
方
は
、無
意

識
の
う
ち
に
人
々
の
選
択
肢
を
狭
め
て

い
ま
す
。
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
、

こ
う
し
た
固
定
観
念
か
ら
解
放
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
を
作
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
れ
か
ら
も
委
員
と
し
て
、そ
し
て

一
市
民
と
し
て
、男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
小
さ
な
行
動
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、大
き
な
変
化
を
生
む
こ
と
が

で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
多
様
性
を

尊
重
し
合
え
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

金
色
姫
が
蚕

か
い
こ

に
な
り
、
権ご

ん

だ

ゆ

う

太
夫

夫
婦
が
養
蚕
を
広
め
た
後
に
も

不
思
議
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

欽き
ん
め
い明
天
皇
の
時
代
に
、
天
皇
の
娘

で
あ
る
各か

く

や

ひ

め

耶
姫（
赫か

ぐ

や

ひ

め

夜
姫
）
が
突

然
、
筑つ

く

ば

さ

ん

波
山
に
飛
ん
で
行
き
、
神

と
な
っ
た
の
で
す
。
麓
の
人
々
は

供く

も

つ物
や
神み

き酒
を
供
え
崇
め
ま
し

た
。
あ
る
時
、
各
耶
姫
は
言
い
ま

し
た
。「
私
は
イ
ン
ド
の
王
の
娘
で

あ
る
金
色
姫
で
あ
り
、
欽
明
天
皇

の
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
私
は
蚕
の
神
で
あ
り
、
絹
を

広
め
た
の
は
私
で
す
。
こ
れ
か
ら

私
は
都

み
や
こ

に
近
い
富
士
山
へ
登
り
ま

す
。」そ
し
て
、
各
耶
姫
は
富
士
山

へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
竹
取
の
翁

お
き
な

が
お
り
、
各
耶
姫
を

拝
み
、
大
切
に
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
筑
波
山
と
富
士
山
の
神
は

同
じ
各
耶
姫
で
あ
り
、
各
耶
姫
は

金
色
姫
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る

と
語
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
伝

承
は
、
１
５
５
８
年
に
書
写
さ
れ

た『
戒か

い

こ言
』に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

約
４
５
０
年
以
上
前
に
は
広
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な

お
、
富
士
山
の
神
が
各
耶
姫
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、そ
の
当
時
、富
士

山
の
神
が
木こ

の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

花
開
耶
姫
命
で
は
な

く
各
耶
姫（
赫
夜
姫
）で
あ
っ
た
た

め
で
す
。

　

１
６
０
０
年
代
に
な
る
と
、
富

士
山
の
神
と
し
て
木
花
開
耶
姫

命
が
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

各か

く

や

ひ

め

耶
姫
と
同
様
に
蚕
の
神
と
し
て

も
信
仰
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
１
６

０
０
～
１
８
０
０
年
代
に
か
け
て

富
士
講
が
急
増
し
て
い
き
ま
す
が
、

講
員
の
多
く
は
養
蚕
を
行
っ
て

い
た
た
め
、
御お

し師
か
ら
養
蚕
守
護

の
御お

ふ

だ札
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
今

も
御
師
の
家
に
は
養
蚕
守
護
の

版は

ん

ぎ木（
御
札
の
原
版
）
が
あ
り
、
富

士
山
の
神
が
養
蚕
の
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
す
。

御
師
が
配
っ
た
養
蚕
守
護
の
御
札

金
こ ん じ き ひ め

色姫 ー養
よ う さ ん

蚕守護の神ー ③冨嶽
人物百景

ふがくじんぶつ
　ひゃっけい

今月は男女共同参画推進委員　長田浩子さんに担当していただきました。

ド
ン・フ
ジ
・ヒ
ー
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
協
力
隊

員
の
上
田
潤
で
す
。
富
士
吉
田
市

に
来
て
か
ら
、も
う
4
年
半
が
経
ち

ま
し
た
。
地
域
の
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
、こ
れ
ま
で
活
動
を
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
、活
動
を
振
り
返
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
高
齢
者
の
生
活
支
援

の
活
動
か
ら
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

3
0
0
件
ほ
ど
日
常
の
困
り
ご
と

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
外
出

の
付
き
添
い
や
買
い
物
、引
っ
越
し

や
入
退
院
の
お
手
伝
い
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
中
で
、高

齢
者
の
孤
立
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、空
き
家
だ
っ
た
一
軒
家
を

活
用
し
、多
世
代
交
流
拠
点〈
ソ
ー

シ
ャ
ル
ハ
ウ
ス
宝
島
〉を
開
所
し
ま

し
た
。高
齢
者
か
ら
子
育
て
中
の
マ

マ
、不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
、悩
め

る
若
者
や
移
住
者
な
ど
多
様
な
住

民
が
集
い
、年
間
延
べ
5
、0
0
0

人
以
上
が
一
緒
に
過
ご
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
宝
島
は
、3
月
末
で
迎
え

る
私
の
協
力
隊
卒
業
と
同
時
に
、引

越
し
を
し
ま
す
！
2
倍
以
上
の
広

さ
の
物
件
に
な
る
の
で
、各
種
活
動

も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
つ
つ
、若
者

支
援
な
ど
の
新
し
い
活
動
も
始
め

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

宝
島
で
は
、活
動
を
手
伝
っ
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
大
募

集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
地
域
を

良
く
す
る
た
め
に
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

連
絡
先
■
上
田

☎
0
9
0-

2
3
3
6-

0
1
0
5

　

在留外国人向けホームページ
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I.A.D FUJI
International 
    Affairs Desk

歴史溢れる富士吉田歴史溢れる富士吉田

　こんにちは！国際交流員のアンディです。
最近、上吉田の御

お し ま ち

師町を中心に富士吉田の歴
史を勉強しています。御師町とは、本町通りの
金
か な ど り い

鳥居から国道138号にかけての地域名で、 
江戸時代この一帯は富

ふ じ こ う

士講の宿「御
お し

師の家」の
拠点として栄えました。最盛期には80〜90軒
の宿があり、関

かんとう

東一
いちえん

円、9000村々から富士講が
集まったそうです。 
　名

な ご り

残は現在も有
ゆ う け い ぶ ん か ざ い

形文化財として残っていま
す。例えば、浅

せんげんぼう

間坊の表
おもてもん

門はとても古いもので
すが、今も誇

ほこ

らしげに佇
たたず

んでいます。これは、
その時代の職

しょくにん

人の技術の素晴らしさの象
しょうちょう

徴だ
と思います。また、菊

き く や ぼ う

屋坊や大
おおがん

鴈丸
まる

など、現在
も民宿として営業している御師の家もあり、宿
泊客の9割は外国人観光客だそうです。

　冬でも富士山を訪れる観光客が増える中、
御師町のような歴史ある地域に観光客を誘

ゆうどう

導
することが重要です。観光客の多くは地元の
方 々 と 触 れ 合
い、そ の 土 地 の
伝統や歴史を学
ぶことができる
本物の体験を求
めています。歴
史や伝統を尊重
し な が ら、再 び
御師町が富士登
山の拠点になる
といいですね。

問合せ■市民協働推進課　☎内線204

歴史ある金鳥居と富士山
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フランスラグビー連盟
レガシー協定締結調印式

1月30日・2月10日

商業連合会
寄附贈呈式

1月20日

文化財防火デー
1月20日

自動運転EVバス
実証実験 出発式

1月30日

長年にわたり絆を深めてきたフランスラグビー連盟と、将来に向けて発展的なパー
トナーシップを取ることを目的として、レガシー協定を締結しました。今後は、包括
的な連携のもと本市と連盟が幅広い分野での交流を推進していきます。

富士吉田市商業連合会から市内小学
校2年生の児童に対し、定規セットを
寄附していただきました。

尊い文化財を火災から守り、文化
財保護の啓蒙活動推進ため、文化
財防火運動を実施しました。

富士みちを走る自動運転EVバスの実
証実験に先立ち、車両内覧会と関係者
試乗会を行いました。

フランス共和国　パリ市

聖徳山福源寺

左から、上野裕一 レガシー戦略アドバイザー、ピーター・マクノー
トン副会長、フロリアン・グリル会長、渡辺一史企画部長、オリビ
エ・ニール国際委員

 

▽

自動運転EVバスについての
動画を作成しました。

    ぜひ視聴してください！
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明るい選挙啓発
ポスターコンクール

表彰伝達式
2月12日

第76回コンクールにて、下吉田
東小学校2年生の渡邊悠真さん
が、文部科学大臣・総務大臣賞を
受賞され、栄誉をたたえるため
表彰伝達式を行いました。

あいおいニッセイ同和損害保険様
から6回目の寄付をいただきまし
た。地域に根差した環境保護活動
に活用します。

ファイナンシャル・フリーダ
ム様から本市と赤坂自治会に
寄付金をいただきました。

リゾートトラスト様から寄附をいた
だきました。使い道は「魅力的な富士
吉田をつくる事業」を選択していた
だきました。

市内の高校生たちが、地域活性化の
取り組みについて年度末の報告会
を開催しました。

三和防災様から寄附をいた
だきました。使い道は「防災
に強いまちづくり事業」を選
択していただきました。

寄付金贈呈式
2月12日

寄付金贈呈式
2月4日

企業版
ふるさと納税

1月22日

郷土愛醸成事業
年度末報告会

2月7日

企業版
ふるさと納税

2月6日

市民会館
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☎22-1290 お気軽にお問い
合わせください

県内只一人の上級シューフィッターが

有
料
広
告

しらすの香味いなり

エネルギー

材料（2人分） 作り方

287kcal 1.5g 60分塩分 調理時間

• いなり揚げ（市販品）������6枚
• ご飯 �������������������茶碗2杯分
• しらす ����������������������������20g
• みょうが �������������������� 1/2本
• 大葉 ������������������������������2枚
• 白いりごま ��������������� 大さじ1
• 酢 ��������������������������� 大さじ1
• 砂糖 ���������������������大さじ1/2
• 塩 ������������������������小さじ1/4

❶みょうがと大葉をみじん
切りにする。

❷ごはんにAを加えてよく
混ぜる。

❸②に①としらすと白いり
ごまを加えさらに混ぜる。

❹いなり揚げを広げ③を6
等分にして詰める。

紹介者：食生活改善推進員
渡邊 伊壽美さん（新屋）

1人前（3個）あたり

☆は取材人の感想です。

しらすがアクセント！ピクニックなど春の行楽にピッタリ！しらすがアクセント！ピクニックなど春の行楽にピッタリ！

今月は黄色のおさら（主食）です。つよいちからをつくるおさらです。今月は黄色のおさら（主食）です。つよいちからをつくるおさらです。

☆
み
ょ
う
が
と
大
葉
の
風
味
が
効
い
て
い
て
美

味
し
か
っ
た
で
す
。お
弁
当
に
も
い
い
で
す
ね
。

A

元気に賢く育ってね！
大好きだよ！      

啓志さん（父）、侑加さん（母）  
川村重幸さん（祖父）
　 久子さん（祖母）

 さん

り つ

1歳8カ月

わが家のアイドルへの応募をお待ちしています。
おじいちゃん、おばあちゃんとの応募も大歓迎！
お子さん一人での応募も大歓迎！
申込み■市民協働推進課　広報担当　☎内線214
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